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■育成方針
　・様々なデジタル技術を活用して、業務効率化や行政サービスの利便性向上を図っていく職員を育成する。
　　また、庁内全体のDX意識の醸成と、将来にわたり継続してDX・業務改善を推進していく体制を構築する。

＜DX推進における職務について＞ ＜ＤＸ推進における人材像＞

自治体DX推進に必要とされる人材像を４つに分類し、それぞれの役割を記す。

企画空港課長、
デジタル推進室長

課長、副課長、
主幹、班長

副主幹、主査、
副主査、
主事～

職位 DX推進における職務

DXに関わる知識と見識で、町
全体のDX政策の方向性の提
示と全体方針の計画と立案を
する。

デジタル技術を活用した行政
サービスの向上と改革、庁内
業務の改革を立案、実施する。

業務で必要となるデジタル技
術および知識を有し、業務の
課題や改善点を意識し提案
できる。

プロデューサー
（全庁的な自治体DXの企画・

推進）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ、ﾘｰﾀﾞｰ
（自治体DXを推進するための
各プロジェクトの企画・推進）

現場責任者
（各プロジェクトにおけるサービ

ス・業務の設計）

現場担当
（各プロジェクトにおけるサービ

ス・業務の実装）

人材像 役割

〇DX推進に向け、組織全体の気運醸成、職員の意識改革を図る。
〇全体方針（DX推進ビジョン・行程表）を立案する。
〇他自治体や民間企業等との連携の枠組みを構築する。
〇情報セキュリティポリシーの評価・見直しを行う。

〇プロジェクトを計画し、そのスケジュール、コスト、品質等を管理
する。
〇他自治体や民間企業等との連携の枠組みを構築する。
〇情報セキュリティポリシーに則り運用し、また評価も行う。

〇利用者にとって使いやすい行政サービスを実現する。
〇業務プロセスの見直し（BPR)を実施、支援する。
〇業務の効率化・サービスの改善や地域社会のデジタル化のため
にデータを活用する。

〇現場責任者の指示のもと、上記説明内容を他職員とともに実
施・実装を行う。
〇業務の効率化や住民の利便性向上を実現する。
〇デジタル技術を使った業務改善、サービス向上提案を行う。

（総務省「自治体DX推進手順書」をもとに当町向けにカスタマイズした）

・上記人材像の役割を遂行するために必要となるスキル標準を定め、研修計画を策定する。
　また、デジタル関連資格（ITパスポート、情報セキュリティマネジメントなど）の取得を推進するための、諸施策を検討する。

町長

副町長
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職位 人材像 役割 研修、資格例

企画空港課長、
デジタル推進室長

●プロデューサー
（全庁的な自治体DXの企画・
推進）

●DX推進に向け、組織全体の気運醸成、職員の意識改
革を図る。
●全体方針（DX推進ビジョン・行程表）を立案する。
●他自治体や民間企業等との連携の枠組みを構築する。
●情報セキュリティポリシーの評価・見直しを行う。

・ICT人材育成特別研修
（総務省自治大学校）
・自治体CIO育成研修
（APPLIC）
・ITストラテジスト（IPA）
・CSIRT関連研修

課長、副課長、
主幹、班長、

デジタル推進室員

●プロジェクトマネージャ、リー
ダー
（自治体DXを推進するための
各プロジェクトの企画・推進）
●現場責任者

（各プロジェクトにおけるサービ
ス・業務の設計）

●部門ごとのDX推進プロジェクトを計画し、そのスケ
ジュール、コスト、品質等を管理する。
●他自治体や民間企業等との連携の枠組みを構築する。
●情報セキュリティポリシーに則り運用し、また評価も行う。
●利用者にとって使いやすい行政サービスを実現する。
●業務プロセスの見直し（BPR)を実施、支援する。
●業務の効率化・サービスの改善や地域社会のデジタル
化のためにデータを活用する。

・自治体DX基礎セミナー
・自治体DX業務改革セミナー
（以上RILG）
・行政のデジタル化の推進
（JAMP）
・プロジェクトマネージャ
・ITパスポート
・情報セキュリティマネジメント
（以上IPA）
・CSIRT関連研修

副主幹、主査、
副主査、主事～

●現場担当

（各プロジェクトにおけるサービ
ス・業務の実装）

●現場責任者の指示のもと、上記説明内容を他職員とと
もに実施・実装を行う。
●業務の効率化や住民の利便性向上を実現する。

●デジタル技術を使った業務改善、サービス向上提案を
行う。

・自治体DX入門セミナー
・データ利活用入門セミナー（以
上J-LIS）
・ITパスポート（IPA）

デジタル推進室
（ネットワーク担当）

●ファシリティマネージャ

●庁内システム全体のファシリ
ティの導入・運用責任者

●情報セキュリティの現場責任
者

●基幹システム（住記・税）・内部情報システムを中心とし
た庁内システムのハードウェア・ソフトウェア・ネットワーク
等ファシリティの導入・運用を行う。

●情報セキュリティ管理者の指示のもと、全庁的な運用を
担当する。情報セキュリティの教育・訓練を計画し実施す
る。

・ITパスポート
・情報ｾｷｭﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
・基本情報処理技術者
・ITｻｰﾋﾞｽﾏﾈｰｼﾞｬ（以上IPA）
・CSIRT関連研修
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＜町＞

＜大学・金融機関＞＜IT業者＞

㈱ＴＫＣ
（基幹システム）

㈱内田洋行
（内部情報）

富士ﾌｲﾙﾑﾋﾞｼﾞﾈｽｲﾉ
ﾍﾞｰｼｮﾝｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱
（ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ）

ｴﾌｻｽﾃｸﾛﾉｼﾞｰｽﾞ(株)
（ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ）

東日本電信電話㈱
（通信、IT全般）

トレンドマイクロ㈱

（デジタルデバイド対
策等、包括連携先）

京葉銀行
（指定金融機関、
包括連携先）

千葉銀行
（キャッシュレス、
収納代理金融機関）

総務課
企画空港課

デジタル推進室

千葉大学
（包括連携先）

情報連携、
協力体制

外部企業等（協力・連携先）

教育機関（各種研修主催）

総務省自治大学校
（ICT人材育成特別研修）

市町村職員中央研修所
（市町村アカデミー：JAMP）

全国市町村国際文化研修所
（国際文化アカデミー：JIAM）

全国地域情報化推進協議会
（APPLIC）

地方公共団体情報システム機構
（J-LIS）

情報処理推進機構
（IPA）

地方自治研究機構
（RILG）

県との共同調達による

Eラーニングなどの利用

人事、町人材育成計画策定

（PC・スマホで学べる定額制オンライン学習。自治体
向けにDXからビジネススキルまで12,000講座）

受講

（公的機関）

その他

ジーブレイン㈱
（情報セキュリティ）

町　長
副町長

DX人材育成計画策定
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項　目
令和８年度
（2026）

９年度
（2027）

１０年度
（2028）

１１年度
（2029）

１２年度
（2030）

ＤＸ推進計画

人
材
育
成
計
画

職位別研修
(DX推進委員除く)

ＤＸ推進委員研修
(Ｅラーニング)

ＤＸ関連資格取得
支援

個人のデジタルス
キルシートの作成
とＤＸ目標設定

各課による業務改
革・改善の提案と
実施

第２期ＤＸ推進計画（R8-R11）

前期計画 後期計画

第３期ＤＸ推進
計画（R12～）、
人材育成計画

研修の実施（年１～２回／人）～研修内容の見直し（年１回）計画作成

Ｅラーニングの受講（年20Ｈ／人）

制度設計 取得資格支援（ITパスポート、情報セキュリティマネジメント等）

前期目標：資格取得者10人 後期目標：資格取得者30人

制度設計
シート作
成

試験運用～
見直し

運用・人事評価への反映

＊「デジタルスキルシート」の項目案
　・資格取得状況、ＤＸ推進職員経験、情報化担当経験、ＤＸ関連研修受講実績（E-ﾗｰﾆﾝｸﾞ）
　　業務改善、改革経験とその役割（PM、PLなど）
　　

制度設計 提案と実施どちらかを、各課目標年間１件以上

＊学んだことを、現場実務で活用しDXを推進する経験を積ませる。管理職評価にもつなげる。
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＊上表は、DX推進リーダー（DX推進員）向けであり、その他職員については年１～２回程度（計２H～３H）の研修実施を目標とする。

項　目
令和8年度

(2026)
令和9
(2027)

令和10
（2028）

令和11
(2029)

人　数 ２０名 ３０名 ３０名 ４０名
のべ
１２０名

ひとりあたり
研修時間

約２０Ｈ 約２０Ｈ 約２０Ｈ 約２０Ｈ ー

内　容

(Ｅラーニングと集合研修)
ＤＸ知識

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
業務改善・効率化ｽｷﾙ
ＩＴスキル(ﾃﾞｰﾀ分析､
生成ＡＩ､ＩＴﾂｰﾙ)
情報セキュリティ

(Ｅラーニングと集合研修)
ＤＸ知識

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
業務改善・効率化ｽｷﾙ
ＩＴスキル(ﾃﾞｰﾀ分析､
生成ＡＩ､ＩＴﾂｰﾙ)
情報セキュリティ

(Ｅラーニングと集合研修)
ＤＸ知識

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
業務改善・効率化ｽｷﾙ
ＩＴスキル(ﾃﾞｰﾀ分析､
生成ＡＩ､ＩＴﾂｰﾙ)
情報セキュリティ

(Ｅラーニングと集合研修)
ＤＸ知識

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
業務改善・効率化ｽｷﾙ
ＩＴスキル(ﾃﾞｰﾀ分析､
生成ＡＩ､ＩＴﾂｰﾙ)
情報セキュリティ

ー
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IPA：独立行政法人情報処理推進機構HPより

（資格一部説明）　

・ITパスポート
　職業人及びこれから職業人となる者が備え
ておくべき、ITに関する共通的な基礎知識を
もち、ITに携わる業務に就くか、担当業務に
対してITを活用していこうとする者。

・情報セキュリティマネジメント

　情報システムの利用部門にあって、情報セ
キュリティリーダーとして、部門の業務遂行に
必要な情報セキュリティ対策や組織が定め
た情報セキュリティ諸規程（情報セキュリティ
ポリシーを含む組織内諸規程）の目的・内容
を適切に理解し、情報及び情報システムを安
全に活用するために、情報セキュリティが確
保された状況を実現し、維持・改善する者。

・基本情報技術者
　ITを活用したサービス、製品、システム及
びソフトウェアを作る人材に必要な基本的知
識・技能をもち、実践的な活用能力を身に付
けた者。


